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シ
ョ
ン
を
敬
遠
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
政
府
に

対
し
て
、
ア
フ
ェ
ル
マ
ー
ジ
ュ
に
よ
る

官
民
連
携
を
提
案
し
、
政
府
は
こ
れ
を

承
認
。民
間
事
業
者
の
参
入
が
決
ま
る
。

□
４　
事
業
者
選
定
の

　
　
　
国
際
入
札

　

２
０
０
１
年
、
民
間
事
業
者
を
選
ぶ

た
め
の
国
際
入
札
が
行
わ
れ
、
フ
ラ
ン

ス
３
社
、
カ
ナ
ダ
１
社
、
ブ
ラ
ジ
ル
１

社
の
計
５
社
が
応
札
資
格
を
得
る
。
こ

の
う
ち
、
実
際
に
技
術
提
案
書
と
費
用

見
積
書
を
提
出
し
た
の
は
、
ヴ
ェ
オ
リ

ア（
当
時
の
社
名
は
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ン
デ
ィ
）

と
、ス
エ
ズ（
当
時
の
社
名
は
リ
ヨ
ネ
ー

ズ
・
デ
ゾ
ー
）
の
２
社
で
あ
っ
た
。
自

社
の
利
益
と
し
て
、

水
道
水
１
立
方
㍍
を

売
る
ご
と
に
３
８
０

円
の
見
返
り
を
求
め

た
ヴ
ェ
オ
リ
ア
が
、

３
８
６
円
を
求
め
た

ス
エ
ズ
に
競
り
勝

ち
、
ア
フ
ェ
ル
マ
ー

ジ
ュ
契
約
に
こ
ぎ
つ

け
る
。
契
約
期
間
は

２
０
０
１
年
か
ら
の

10
年
間
。
そ
の
後
10

年
間
延
長
さ
れ
、
現

在
は
２
０
２
０
年
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。

西
ア
フ
リ
カ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
共

和
国
の
面
積
は
日
本
の
約
４

倍
、
人
口
は
約
２
０
０
０
万
人
。
旧

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
で
、
公
用
語
は
フ

ラ
ン
ス
語
だ
。
国
土
の
２
／
３
は
砂

漠
に
覆
わ
れ
た
乾
燥
地
帯
で
、
年
間

降
水
量
は
地
域
に
も
よ
る
が
平
均
で

約
５
０
０
㍉
と
少
な
い
。
主
な
産
業

は
ウ
ラ
ン
鉱
業
で
、
こ
こ
で
採
掘
さ

れ
た
ウ
ラ
ン
は
原
子
力
の
燃
料
と
し

て
日
本
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
自

国
通
貨
は
ア
フ
リ
カ
の
旧
フ
ラ
ン
ス

領
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
共
同
通

貨
「
セ
ー
フ
ァ
ー
フ
ラ
ン
」（
本
稿

で
は
１
セ
ー
フ
ァ
ー
フ
ラ
ン
＝
２
円

で
換
算
）。
首
都
は
ニ
ア
メ
、
人
口

１
３
０
万
人
を
か
ぞ
え
る
。

□ 

１　
都
市
部
の
上
水
道
事
業

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
都
市
部
に
お
け
る

上
水
道
事
業
は
、
中
央
政
府
と
の
委

託
契
約
に
も
と
づ
き
、
民
営
会
社
で

あ
る「
ニ
ジ
ェ
ー
ル
水
道
運
営
会
社
」

（SEEN
:Société d'Exploitation 

des Eaux du N
iger

）が
行
っ
て

い
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の
大
株
主
は
、フ

ラ
ン
ス
の
民
間
企
業
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
給
水
対
象

は
、
ニ
ア
メ
を
ふ
く
む
国
内
54
の
都

市
と
準
都
市
で
、
２
０
１
６
年
の
給

水
人
口
は
約
３
５
０
万
人
、
１
日
あ

た
り
の
浄
水
能
力
は
23
万
立
方
㍍
で

あ
る
。
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
が
受
け
持
つ
の
は

都
市
部
だ
け
で
、
農
村
部
に
住
む
約

１
７
０
０
万
人
へ
の
給
水
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て

い
る
（
た
だ
し
、
農
村
部
の
水
道
事

情
は
本
稿
で
は
割
愛
す
る
）。
表
に
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
都
市
部
に
お
け
る
上

水
道
デ
ー
タ
を
示
す
。

□
２　
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
設
立
ま
で
の
経
緯

ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
、
１
９
６
０

年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立
し

て
以
降
、
中
央
政
府
の
所
有
す
る
公

営
企
業
が
水
道
事
業
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
非
効
率
な
事
業
運
営
と
慢

性
的
な
資
金
不
足
な
ど
が
原
因
で
、

90
年
代
に
入
る
と
、
お
も
な
援
助
機

関
で
あ
る
世
界
銀
行
な
ど
か
ら
、
水

道
事
業
の
民
営
化
を
求
め
る
声
が
強

く
な
る
。
そ
の
結
果
、
中
央
政
府
は

１
９
９
６
年
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の
前
身

で
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｅ
（
水
道
国
営
企
業
）

の
民
営
化
を
決
定
。
２
０
０
０
年
代

初
頭
、
Ｓ
Ｎ
Ｅ
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て

い
た
業
務
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
二
つ

の
機
関
が
新
設
さ
れ
た
。

　

一
つ
目
が
、
２
０
０
１
年
に
で
き

た
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
で
あ
る
。
二
つ
目
が
、

２
０
０
０
年
に
で
き
た
公
営
企
業

の
「
ニ
ジ
ェ
ー
ル
水
道
資
産
会
社
」

（SPEN
:Société de Patrim

oine 

des Eaux du N
iger

）
で
あ
る
。

社
名
が
示
唆
す
る
通
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

は
水
道
資
産
（
ア
セ
ッ
ト
）
の
管
理

者
で
あ
り
、
水
道
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投

資
を
担
当
す
る
。
そ
の
株
式
は
す
べ

て
ニ
ジ
ェ
ー
ル
政
府
の
保
有
で
あ

る
。
一
方
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
は
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

と
の
ア
フ
ェ
ル
マ
ー
ジ
ュ
契
約
に
も

と
づ
き
、
取
水
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水

道
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
担
っ
て
い
る
。

基
本
的
な
業
務
分
担
は
、
イ
ン
フ
ラ

へ
の
投
資
を
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
が
、
料
金
徴

収
を
ふ
く
む
水
道
事
業
全
般
を
Ｓ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
が
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
水
道
事
業
の
規
制
は
、
政

府
か
ら
独
立
し
た
規
制
機
関
で
あ

る
「
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
規
制
当
局
」

（A
R
M
:A
utorité de R

égulation 

M
ultisectorielle

）
が
行
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｒ
Ｍ
の
所
管
は
電
力
、
通
信
、
郵
便

事
業
な
ど
に
も
及
ぶ
。
図
に
、
国
、
Ａ

Ｒ
Ｍ
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の
関
係

を
示
す
。

□
３　
な
ぜ
ア
フ
ェ
ル
マ
ー
ジ
ュ
か

水
道
事
業
を
民
間
委
託
す
る
と
き

の
代
表
的
な
契
約
方
式
に
、
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
ア
フ
ェ
ル
マ
ー
ジ
ュ

が
あ
る
。
普
通
、
ア
フ
ェ
ル
マ
ー
ジ
ュ

方
式
で
は
、
受
託
者
側
に
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
義
務
は
な
い
。
施
設
整
備
と

そ
の
投
資
を
行
う
の
は
、
委
託
者
側
で

あ
る
公
共
団
体
で
あ
る
。
他
方
、
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で
は
受
託
者
側
に
水

道
事
業
の
運
営
だ
け
で
な
く
、
施
設
整

備
へ
の
投
資
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
投
下
資
本

の
回
収
に
よ
り
長
い
時
間
が
必
要
と
な

り
、
そ
の
分
、
民
間
側
の
投
資
リ
ス
ク

も
大
き
く
な
る
。

　

今
回
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
の
契

約
形
態
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
く

ア
フ
ェ
ル
マ
ー
ジ
ュ
が
選
ば
れ
た
の

は
、
世
界
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
主
要

な
出
資
者
の
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
内
事
情

に
対
す
る
懸
念
か
ら
で
あ
っ
た
。
民
営

化
の
話
が
も
ち
あ
が
っ
た
90
年
代
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
で
は
、
国
家
予
算
の
２
／
３

を
占
め
る
ウ
ラ
ン
鉱
業
か
ら
の
収
入
低

下
や
、
大
統
領
の
暗
殺
、
政
府
職
員
に

対
す
る
最
大
１
年
半
に
も
及
ぶ
給
与
の

未
払
い
な
ど
が
起
こ
っ
て
お
り
、
政
治

的
に
も
経
済
的
に
も
不
安
定
な
状
況
に

あ
っ
た
。
ま
た
、
都
市
部
に
お
け
る
年

間
４
％
以
上
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て
、

施
設
整
備
の
た
め
の
新
た
な
投
資
が
必

須
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

貧
困
に
よ
り
一
般
の
利
用
者
か
ら
の
確

実
な
料
金
徴
収
が
見
込
め
な
い
だ
け
で

な
く
、
政
府
の
諸
機
関
が
自
ら
の
水
道

料
金
を
滞
納
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
世
界
銀

行
な
ど
の
出
資
者
側
は
、
民
間
側
の
投

資
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
コ
ン
セ
ッ
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● 都市部の上水道データ
　 （a=2014 年、b=2016 年）

● 国と水道事業者の関係

事 業 者 SEEN

資 本 金 20億円

株　　　　主 b

ヴェオリア（51%）
ニジェール民間企業（34%）
SEEN 職員（10%）
ニジェール政府（5%）

給 水 人 口 b 350万人

契 約 件 数 a
18.7万件
（うち各戸給水接続が18.35 万
件、共用栓が 3,500 件）

水 道普及率 a
89.8%
（各戸給水接続は10人、共用栓
は 250人が使用していると仮定）

水　　　　源 a 地表水（55%）
地下水（45%）

浄 水 場 数 b 4

井 戸 数 b 189（深さ25 ～ 900m）

浄水処理能力 b 23万m3/ 日

管 路 延 長 b 4,480 km

● ニジェールの地図

国（上下水道省）
・政策決定

ARM
・独立規制機関

SPEN
・国有企業
・資産管理
・施設整備

SEEN
・民営会社
・事業運営
・料金徴収アフェルマージュ

契約

規制 規制

コンセッション
契約

水道事業民営化で外国資本参入
背景に不安定な政治、経済

世界
の
水道

ニジェール
N i g e r

㉔

世 界 の 水 道 世 界 の 水 道


